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昭鉱38年(1963年)2月4日(月 曜日)
　

受験生のみなさん、いよいよ試験

の日が近づいてきましたね。あと一

カ月、もう願雷も提出され、最後の

追い込みにかかつておられることと

思います.そこで、受験に関するい

ろいろな注憲や心がまえなどを諮い
・てみようと思います。(編集部)
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受
験
場
の
割
り
当
て
は
、
今
無
度
の
騨

細
は
ま
だ
発
衷
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

だ
い
た
い
例
年
通
り
の
模
様
で
す
。
学

部
別
に
あ
げ
る
と
、
文
「教
、法
、経
、

理
の
各
学
部
は
本
部
と
吉
田
、農
学
部

は
北
部
構
内
の
同
学
部
、
医
、
薬
学部

は
医
学
部
構
内
、
工
学
部
は
立
命館
大

学
で
す
.

市
内
各
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
こ
れ
ら
の受

験
場
への
交
通
案
内
を
し
て
み
まし
よ

う
。

▽
国
鉄
京
都
駅
か
ら

京
都
駅
に
は
北
側
に
西
口
、中
央
口
、

東
口
の
三
つ
の
出
口
があ
り
ます
。
ζ

の
い
ず
れ
か
ら
か
駅
を
出
る
と
、広
燭

に
な
っ
て
お
り
、
市
電
の
タ
ーミ
ナ
ル

が
東
西
に
二
つ
あ
り
ま
す
。各
受
験
場

へ
は
こ
の
う
ち
策
側
の
方
か
ら行
く
め

が
便
利
で
す
。

こ
こ
か
ら
は
「河
原
町
線
」
と
「夷
山

線
」
の
二
系
統
が出
て
いま
す
。

文
・教
・法
・経
・
理
・医
・薬
の
各

学
部
を
受
験
す
る
人
は
「東山
線
」
の

6
番
(百
万
辺
行
き
)
に乗
って
下
さ

い
。

医
学
部
構
内
は
「近衛
通
(
この
え
ど

お
り
)
」
停
留
所
が最
も
近
いの
で
、

医
。薬
学
部
受
験生
は
こ
こ
で降
り
る

の
が
良
い
で
し
ょ
う
。降
り
てす
ぐ
左

側
へ
行
く
と
、
右
側
に麟
内
入
口が
あ

り
ま
す
。
本
部
と
古
田
分
校は
「近
衛

通
」
の
次
の
「康
一条」
で降
り
て
下

さ
い
。
降
り
て
す
ぐ
石
側
に折
れ
る通

り
が
あ
り
正
面
に
吉
田
神社
の大
鳥
居

が
見
え
て
い
ま
す
。
そ
の途
叩
の左
側

に
大
時
計
台
を
バ
ソ
ク
にし
て本
部
正

門
右
側
量
口田
分
校
正
門が
あ
り
ま
す

農
学
部
を
愛
け
る
人
は
「測
原町
線
」

の
2
誉
(銀
閣
寺行
)
に渠
って
下
さ

い
.
「百
万
辺
」
つ
つ
ぎ
の
「農
学
都

前
」
で下
軍し
、
市
覧
の
進
行
方
向
に

数
十
耕
行
くと
左
側
に
農
学
部
の
入
口

があ
りま
す
。
な
お
「百
万
辺
」
か
ら

「農
学
部
」
ま
で
、
右
側
に
本
部
が
あ

りま
す
。

工
学
部
の受
験
生
は
岡
レ
ぐ
く
「河
原

町
緑
」
の
2
番
の
ほ
か
、
5
番
、
15
番

も
利
用
で
き
ま
す
冷
こ
の
三
つ
の
う
ち

ら約30分各停車場か

全
線
共
通
で
す
。
市
バ
ス
は
直
通
の
も

の
が
な
い
の
で
利
用
し
な
い
方
が
よ
い

で
し
よ
う
。
タ
ク
シ
ー
だ
と
約十
五分

で
こ
ら
れ
、
料
金
は
小
型
(七十
円
)

で
二
百
円
を
少
し出
る程
度
です
。

▽
阪
急
四
条
大
冨駅
から
▽

駅
を
出
る
と
正
面
に
市
電
、市
バス
の

停
留
所
が
あ
り
ます
。市
電
だと
、1

番
(百万
辺行
に)の
れ
ば
「近衛
通
」

「粛
一条
」
へ行
けま
す
、農
学
部
受

験
生
は
「百万
辺
」
で降
りて
右
(百

十
綴
歩
け
ぱ
よろ
し
い
。-
番
で
は
立

命
館
へ
は薗
行
で
き
ま
せ
ん
か
ら
注
慧

し
て下
さ
い
。

市
バ
ス
は
3番
の
「北白
川
位
伏
町
」

行
き
に
乗
れ
は
「府
立病
院
前
」
「百

万
辺
」
へ行
きま
す
。a
番
の
「
一乗

寺
高
槻
」行
き
に乗
れ
ば
「近
街
通
」

「東
一条
」
「百万
辺」
へ行
き
ま
す

が
「府
立
病院
前
」
へは
行
き
ま
せ
ん

。
所
要
時
間
は市
嘘
、
市
バス
と
も
、

約
三
十
分
、市
バス
「肘
立
病
院
前
」

ま
で
は
二
十
分
です
。料
金
は
市
バ
ス

が
二
区
間
に
な
る
の
で
二十
五
円
、
市

躍
は
前
詑
の
と
お
り
です
.タ
ク
シ
ー

だ
と
小
型
で
二百
円
、立
命
ま
で
は
約

百
五
十円
です
。約
十
分
です
。

▽
京
阪
四
条
駅か
ら
△京
阪
を
利
用
す

ト

る場
合
は
三
宋よ
り
四
条
か
ら
の方
が

便
利
で
す
。

市
鷺
の
1
番
(百
万
辺
)か
、
市
バ
ス
の

飢
番
を
利
用
し
ま
す
。
市
バ
ス
は
十
五

円
で
十
分
、
甫
電
は
十
五
分
か
か
る
で

し
ょう
.
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本社では、第四回の懸賞小説募築を行ないます.第一回以来、全国大学の
潴兄姉から、多数の御応募をいただき、前回は六十八篇を数えました.
現代は「文学」氾濫の時代であり、そして文学沈滞の時代でもあります.
こうした時代にあつて、既成の観念にとらわれず、新しい現代へのアプロ
ーチを志向する新人を登協させるという意図をもつでこの企圃は設定され
ました。また、今回からは、入選者に胃度作品を発表していただき、選者
に講評をお願いする方針です.ふ るつて御応募下さい.
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伊

ゼら 、

1野 聞 民

応 募 規 定

◇応募資格

◇枚 数
◇締切 日
◇賞 金

◇発 表
◇送 り先

大学、大学院在学中の人(学内外を閲わ
ず)末発表作品にかきる
400字詰 原稿用紙30枚以内
38年3年宋日
入選(1篇)1万 円
佳作(1簾)5千 円
38年5月 中旬本紙上
京都市左京区吉田、泉都大学構内京都大
学新聞社小説係(原稿には住所、所厨大
学、学部、学年、氏名、年令を明記のζ
と)

版権は本祉に厨します.原 稿はお返ししません.

京 都 大 学 新 聞 社

大
阪
の
各
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
康
大
ま
で

は
為
う
ま
く
行
け
は
約
一時
聞
で
、
こ

れ
ま
す
が
、
や
は
り
一時
間
半
は
か
か

る
と
し
て
お
く
べ
き
で
し
ょ
う
。

タ
ク
シ
ー
の
乗
り
場
で
す
が
、
国
鉄京

都
駅
で
は
V
西
口
と
中
央
口
に
あ
り
ま

す
.
ま
た
阪
急
で
は
、
駅
前
で聚
れ
ま

せ
ん
。
駅
を
出
て
左
側
に
少し
行
き
バ

ス
の
乗
り
場
を
醸
り
ぬ
け
て少
し
行
く

と
タ
ク
シ
上
衆
り
場
が
あ
り
ま
す
。
京

阪
は
、
駅
の
す
ぐ
前
で乗
る
こ
とが
出

釆
ま
す
。
な
お
町
で
タ
ク
ソー
に粟
る

時
は
、
市
電
の
停
留
場
を
さ
け
て下
さ

6

い
。

市
羅
は
、
朝
七時
か
ら九
時
ま
で急
行

が
走
っ
て
い
ます
。東
一条
や
、
府
立

病
院
前
は
、停
り
ます
が
、
序
ま
ら
な

い
駅
も
あ
り
ま
す
から
、
桑
る
時
は
気

を
つ
ける
必
要
が
あ
り
ま
す
.

道
に迷
った
時
は
、
交
通
果
内
所
に
行

う
て聞
け
ば
お
し
え
て
く
れ
る
で
し
ょ

うし
、
通
り
す
が
り
の
人
で
も
、
京
都

の人
は
わ
り
か
し
親
切
で
す
か
ら
、
尋

ね
れ
はお
し
え
て
く
れ
ま
す
。

'

りだ
け
に
閉
じ
こ
も
ら
ず
、
周
囲
の
人

た
ち
と
の
つな
が
り
を
持
って
、
閉
鎖

的
な
孤
独
感
か
ら
ぬ
け
出
す
方
が
艮
い

と
慰
い
ま
す
。

潴
君
の
中
に
は
、
逆
に
、
あ
ま
り
.付

き
合
い
`
が
良
す
ぎ
て
、
か
え
って
ぺ

ー
ス
を
崩
す
人
も
き
っと
で
て
く
る
と

思
い
ま
す
。
緊
張
感
、
孤
独
感
の
反
助

と
し
て
、
そ
う
な
る
人
が
、
よ
く
あ
る

も
の
で
す
。
こ
の
点
も
注
意
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
憩
い
も
過
展
に
な
れ

は
憩
い
で
は
な
く
な
り
、
後
の
試
験
に

大
き
な
悪
影
轡
を
及
ぽ
す
こ
と
を
、
く

れ
ぐ
れ
も
心
に
と
め
て
お
い
て
下
さ
い

裏
は
、
自
己
の
ペー
ス
を
崩
さ
ず
適
当

に
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
こ
と
な
の
で
す
。

生
協
利
用
が
便
利

当
日
は
食
掌
が
満
員
に
な
る
の
で
、気

を
つ
け
な
い
と
昼
食
を
食
べ
は
ぐ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

学
内
に
は
生
活
協
同
組
合
の
食
堂
が
四

つ
あ
り
ま
す
。
一番
大
き
い
の
は
、本

部
か
ら
菓
山
の
市
竃
の
通
り
を
へ
だ
て

て
向
い
側
に
あ
る
西
部
食
堂
で
、朝
七

時
半
か
ら
午
後
一時
半
ま
で
と
、
四時

半
か
ら
六
時
半
ま
で
営
葉
し
て
いま

す
.
北
部
構
囚
(理
、
農学
部
のあ
る

所
)
の
食
裳
、
吉
田
分校
の
雨西
隅
に

定
食
は
50
円l

lOO
円

 

あ
る
食
堂
も
同
様
で
す
。
本
溺
の
時
計

台
下
に
あ
る
中
央
食
堂
ほ
朝
十
時
か
ら

ダ
方
四
時
ま
で
で
、
メ
ニ
ェー
が
、
他

の
三
つよ
り
少
し
デ
ラ
ック
ス
で
す
。

値
段
は
、
ラ
イ
ス
ニ
十
円
、
ミ
ソ
汁
三

円
、
そ
の他
お
か
ず
は
百
円
ぐ
ら
い
ま

で
いろ
いろ
あ
り
、
定
食
は
五
十
円
～

百
円
見
当
で
す
。
百
万
辺
や
、
康
一条

付
近
に
は
学
生
相
手
の
食
堂
が
十
五
軒

ぐ
ら
い集
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
生
協
の

食
堂
よ
り
は
少
し
割
蘭で
す
。

緊
張
感
を
ほ
ぐ
そ
う

▲

`璽

1

散
歩
や
ク
ラ
シ
ッ
ク
で

の一 網
爾 ■■L

7

試
験
中
は
、
そ
の
日
の試
験
が
終
っ
て

も
翌
日
の
こ
と
が
気
に
な
っ
て
眠
れ
な

か
った
り
、
あ
る
い
は
、
翌
日
の
試
験

勉
強
を
や
り
っ
ぱ
な
し
と
い
う
人
が
多

い
よ
う
で
す
。
勉
強
す
る
の
は
、
た
し

か
に
一定
の
効
果
が
あ
る
し
、
そ
れ
は

そ
れ
で
結
構
で
す
が
、
緊
張
の
運
続
が

か
え
っ
て
そ
の
後
の
で
き
ぐ
あ
い
に
悪

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
も
需
え
ら
れ
ま

す
。

し
た
が
っ
て
、時
には
糟
神
を
リ
ラ
ソ

ク
ス
さ
せ
る
こ
とも
必
要
で
し
ょう
。

そう
し
た
懇
い
の場
には
、
京
都
は
大

い
に恵
ま
れ
て
いま
す
。

京大
付近
でも
、南
禅
寺
境
囚
か
ら
浄

土寺
、
銀
閣
寺
に
いた
る
疎
水
ベリ
の

道は
散
歩
道
と
し
て
好
適
で
す
。
こ
こ

は
、
か
っ
て
'幽田
哲
学
で
有
名
な
凶田

幾多
郎
教
授
が好
ん
で
散
歩
し
て
思
索

に
ふけ
っ
た
道で
あ
り
、
「哲
学
の
散ト

歩
蓮

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
加
茂
川

べ
りを
歩
く
のも
艮
い
で
し
よ
う
。
ま

た
、
三
商寮
歌
に
歌
わ
れ
て
い
る
吉
田

山は
、
本
部
の
す
ぐ
近
く
で
、
こ
こ
か

らは
窟
大
の
全
貌
は
も
と
よ
り
、
広
く

市
内
全
体
を
見
下
せ
る
す
ば
ら
し
い
な

が
め
で
す
。
時
聞
が
あ
れ
ば
、
ち
よ
,

と
交
通
機
関
を
利
用
す
る
だ
け
で
、
い

く
つか
の
古
寺
へ行
け
ま
す
。

百
万
辺
あ
た
り
に
は
琶
楽
喫
茶
が
数

軒
あ
り
、
ク
ラ
シ
ソ
ク
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

も
聴
け
ま
す
。
繁
華
街
と
は
異
な
り
、

静
か
で
、
か
な
り
上
品
な
雰
囲
気
が
、

こ
れ
ら
の
喫
茶
店
に
は
あ
る
と
思
って

い
ま
ず
。
宿
舎
で
は
、
な
る
べ
く
ひ
と

継
磨

層
●

(28貝現在)
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1
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学 部 学

文 学 部
教青学部
法 学 部
経済学部
理 学 部
医学 部
藁 学 部
工 学 部

科 蓼集人員 志願者数

茎薪蜘
雛鵬
遷襲難}
鉱 山 学科
エ葉化学科
建 築 学科
燃料化学科
化学工学科
高分子化学科
航空工学科
原子核工学科
衛生工学科
数理工燵科
合成化学科

塗属籠 箋 勤農 学 部

農 学 科
林 掌 科
1襲芸化学科
醸林生物科
農莱工学科
農林経済科
水 産 学科

合 計

200

50

2「ro

220

ユ94

80

80

795

100

二20

130

35

50

50

30

40

40

20

20

25

40

40

75

210

30

33

40

15

34

35

23

2099

650

246

1C35

750

500

302

217

1711

521

5932
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交
通
土
木
工
学
科
新
設

今
年
展
の
掌科
新
設
は
工
学
部
交
通

工
木
工
学
科
が予
窟さ
れ
て
い
る
。
こ

の
た
め
土
木
工
学
科は
募
集
人
員
が
増

加
し
て
臼
人
と
な
り、
そ
の内
四
十
人

物
理
科

理

は
35
人
増
員

が
交
通
+宋
工
学科
に配
鰍
さ
れ
る
。

ζ
れ
は
入
学
後、
学
生
の
希
望
と
入

学
猷
験
と
の成
績
に
よ
り
行
な
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
いる
。

難
難

蕪

.雛

砦 第
四
講座

路
線
施
毅
学

第
五
講座

起
終
点
施
設
学

第
六
講
座

都
市
交
通
工
学

内
容
は
、
第
【講
麗
は
運
輸
交
磁
計
画

を総
合
的
に
立
案
す
る
た
め
の
麸
礎
理

論、
第
二講
座
は
煙
輸
父
遇
施
設
の
計

画
遡
論
と
干法
、
第
三
鴻
座
は
交
通
路

線
、
起
終
点
施
設
の
踏
盤
な
ら
び
に
基

礎
工
学
、
第
四
講
座
は
遵
路
、
舗
装
、

鉄
道
軌
遭
、
ト
ン
添
ル
等
の
路
練
施
設

の
設
計
、施
工
、
第
五
講
座
は
停
車
場

港
湾
、
空
港
な
ど
の
施
設
の
設
翫
、
施

工
、
蟹
観
、
運
営
、
第
六
講
座
は
都
市

内
交
面
、
駐
軍
協
な
ど
の
翫
画
、
設
計

で
あ
る
。
こ
の
新
設
に
よ
リ
工
学
部
の

募
集
人
員
は
酎
八
百
二
十
五
人
と
な
る

ま
た
埋
学
部
物
埋
学
科
は
三
十
五
人

増
員
さ
れ
足
員
八
十
人
に
な
る
予
足

で
埋
学
部
の
募
集
人
員
は
二
百
三
十

人
と
な
る
。

こ
の
増
員
を
含
め
て
三
十
八年
度
募

集
人
員
台
計
は
二
千
酉
六
十五
人
と
な

る
。

囎立
命
館
大
学
で
も
地
下
に
生
協
の
良
堂

が
「つ
、
大
学
付
近
に
も
藪
軒
あ
り
ま

す
。

弁
当
を
持
参
す
る
人
は
、
受
験
場
、
大

学
の
構
囚
、
そ
れ
に
、
吉
出
山
に
の
ぼ

って
、
市
囚
を
見
下
し
な
が
ら
良
べ
る

の
も
「興
で
す
が
、
ま
だ
こ
の
こ
ろ
は

寒
さ
が
残
っ
て
い
そ
う
で
す
。

時
聞
が
許
せ
は
、
河
原
町
三
粂
～
四
粂

あ
た
り
へ出
て
も
よ
ろ
し
い
が
、
む
ろ

ん
恒
段
は
ぐ
う
と
高
価
に
な
り
ま
す
。

試
験
場
を
確
認
す
る
り

受
験
当
日
注
意
を
二
、
三
あ
げ
て
み
ま

す
。

毎
日
、
午
前
八
時
三
十
分
に
、
各
学
部

指
定
の
場
所
へ
集
合
し
ま
ず
。
試
験
開

始
は
九
時
で
す
が
、
遅
刻
は
絶
対
に
禁

物
で
す
.

受
験
票
を
忘
れ
る
人
が
毎
年
数
人
い
ま

す
が
、
こ
れ
が
な
け
れ
は
猷
験
場
へ
入

場
で
き
ま
せ
ん
。
自
宅
や
旅
館
を
出
る

時
に
か
な
ら
ず
碓
認
し
て
お
く
べ
き
で

す
が
、
も
し
忘
れ
た
場
合
は
係
員
に
申

し
出
て
、
亭
務
筆
で
仮
受
験
票
を
発
行

し
て
も
ら
え
ま
す
。
決
し
て
あ
わ
て
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
か
ら
、
試
験
中
は、
黒
鉛
蟻
、
ナ

イ
フ
、
消
ゴ
ム
以外
の
も
の
は
い
っ
さ

い
使
用U
て
は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
.答
案
を
ペン
で暫
い
た
り

赤
鉛
筆
を使
っ
た
り、
幾
何
な
ど
で
定

規
、
コ
ン
パ
ス
のた
ぐ
いを
使
う
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
から
注
意
し
て
下
さ
い

.
下
敗
き
も認
めら
れ
ま
せ
ん
.

鼠
験
の
日
程な
ど
は
も
う
御
存
知
で
し

よ
う
が、
賦験
のは
じ
ま
る
前
日
に
は

一
度大
学
を訪
れ
る
のが
よ
いで
し
ょ

う
。
西部
構
内
(市
電
「東
一条
」
と

「百万
辺」
の虫
聞
西
側
)
に
は
当
日

の
い
ろ
い
ろ
な
注
意
が
掲
示
さ
れ
ま

す
。そ
れ
に、
宿
含
か
ら
の所
要
時
聞

を
実際
には
か
って
み
た
り
、
集
合
場

所
や
、
賦
験
梯
、
ト
イ
k

水
道
な
ど

を碓
認
し
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょう
。

京
都
は
底
冷
え
の
激
し
い
こ
と
で
有
名

です
。
三月
初
旬
と
い
え
ぱ
ま
だ
ま
だ

〕
と

ま
だ寒
さ
は
去
らず
、
お
ま
け
に
比
叡

お
ろし
の風
は
身
を
切
るよ
う
に
こ
た

えま
す
。
か
ぜ
ひき
には
特
に
注
意
が

必
要
で
す
.
受
験
場
には
ス
㌃

ブ
ゐ

スチ
ー
ム
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の

効
果
は
信
績
でき
ま
せ
ん
.
試
験
中
に

も
寒
さ
が
こ
たえ
ま
す
か
ら
、
な
る
べ

く
厚着
し
て
お
く
こと
で
す
。
む
ろ

ん
、
訊
験
場
に
か
ぎ
った
こ
と
では
あ

り
ま
せ
ん
。
O
年
聞
の
成
果
を
充
分
に

出
し
切
って
、
悔
いの
な
いよ
う
に
す

る
た
め
に
は
、
持
に
健
康
に
留
慧
し
て

お
か
ね
は
な
り
ま
せ
ん
.
北
の
方
か
ら

釆
る
人
で
も
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

京
都
は
み
な
さ
ん
の
郷
里
と
同
し
か
、

そ
れ
以
上
に
寒
い
と
こ
ろ
で
あ
る
こ
と

を
知
って
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
.

早
く
予
約
し
て
お
く

べ
く
早
く
手
配
し
て
お
く
方
が
よ
い
て

し
よ
う
。

京
大
付
近
の
旅
館
三
十
数
軒
が
集
ま

あなたの財耀のマ串一ジ や鱒
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二和・神戸の両銀行と野村証券の3杜
から生れた新しい信託銀行

っ
て
「京
都
受
験
旅
館
連
盟
」
を
作
っ

てお
り
、
こ
こ
に
由
込
む
と
世
詰
し
て

く
れ
ま
す
。
「泊
二
食
付
て
七
百
円
で

す
。
連
絡
先
は
、
京
都
市
ん
京
区
聖
護,

院
河
原
町
、
左
京
旅
館
組
合
囚
(電
話

⑦
0
5
1
5
)
で
す
。
こ
の
ほ
か
、
膏

英
友
の
会
の
会
員
は
同
会
の
京
都
会
館

(左
京
区
爾
禅
寺
下
河
原七
三
、
電
⑦

2
7
4
6
)
も
あ
り
ま
す
。

知
人
、親
せ
き
宅
や先
輩
の下
宿
に

泊
め
て
も
ら
う
の
も
艮
い
で
し
よ
う
。

知
人
や
税
せ
きな
ら
、
旅館
より
も落

ち
糎
い
た気
分
を
脈わ
え
て
、受
験
時

の
過
度
の緊
張
が
ほぐ
れ
る
だろ
う
し

先
戴
の下
宿
なら
、ま
た別
な
慧味
で

固
さ
が
ほぐ
れ
る
でし
ょう
。

、

他
大
学
で
は
、
掌生
寮
に宿
泊
で
き
る

よ
う
です
が
、京
大
の
場合
、景
に知

人
が
い
な
け
れ
ぱ
泊
め
て
もら
えま
せ

ん
。
寮
に
泊
ま
り
た
い
と
き
は
、あ
ら

か
し
め
寮
の
知
人
と
連
絡
し
て
お
い
で

下
さ
い
。

普
通
の
旅
飴
に
泊
ま
れ
は
、
剛人
部
屋

で
ゆ
っ
た
り
と
で
き
ま
す
。
旅
館
代
は

二
食
付
き千
円
か
ら千
三
百
円
で少
々

高
く
つ
きま
す
が
、合
い部
屋
に
な
る

こ
と
が
な
い
の
で
それ
だ
け
の
こと
は

あ
る
で
し
ょ
う
。

闘泊
二
食
付
で
七
百
円
位

受
験
生
の
宿
含
は
、
大
学
で
は
あ
っ

せ
ん
し
て
い
ま
せ
ん
.
宿
會
は
、
前
夜

か
ら
期
聞
中
を
落
ち
糖
い
て
過
ご
せ
る

よ
う
に
、
と
く
に
気
を
つ
け
て
、
な
る

=翻
鰯難

蒙

鍬

＼ー

/

問

京
大法
学
部
三年
編
入
試験
を
受

験
し
た
い
の
で
す
が
、
過
去
の問
題
は

公
表
し
て
い
ま
す
か
。
ま
た
合
格ラ
イ

ン
に
達
し
な
い
と
冠
員
に
こ
だ
わ
らず

不
百格
の
由
で
す
が
合
嶺
フイ
ン
は
ど

の
程
度
で
し
ょ
う
か
。(東
京
・庄
司
)

答

問
題
は
公
衷
し
て
い
ま
す
。
な
お

本
社
に
は
、
編
入
麩
問
題
を
二年
ま
と

め
た
問
題
集
(百
八十
円
)
が
あ
り
ま

す
。
後
の
質
問
で
ず
が
、
編
入
試
の
合

[格
点
は
、
一さ
い
発
衷
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。訂

正

前
一
一三
八
号
(輔
月
二

十
一日
号
)
「大
掌
は
浸
さ
れ
て
い
く

」
の
中
で
年
代
の
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

の
で
訂
正
い
た
し
ま
す
。

-
、
教
甫
二
法
成
立
・二
八
年
は
三

〇
年
。

2
、
二
六
に
提
出
さ
れ
た
「大
学
管

理
法
」
は
「第
一
ゴ国
会
で
継
続
審

議
、
第
一二
国
会
で
審
礒
来
了
(「バ

カ
ヤ
ロ
ワ
解
散
b
に
な
っ
て
い
ま

す
。
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大
学入
試
も
あ
と
「カ
月
余
と

な
り受
験
生
諸
君
も
い
よ
い
よ
最

後
の
追
い
こ
み時
期
と
な
り
ま
し

た
。
入
学
試験
制
度
の是
否
験
も

活
発
に
闘わ
され
て
いま
す
が
、

未
だ結
論
を得
る
と
ころ
ま
で
に

は
至
らず
、
本
年
大
学
を
受
験
し

よ
うと
さ
れる
諸
君
に
は
到
鷹
聞

に
合
う
よ
う
な
結
輪
が
出
る
筈
も

あ
り
ま
せ
ん
、
試
験
制
度
に
就
い

て
、
現
在
試
案
と
し
て
笑
施
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
方
法
等
に
つ
い

て
の
憲
見
は
他
の
機
会
に
譲
る
と

巾

し
て
、
こ
こ
で
は
、
試
験
聞
際
の
薯

等
の
学
習
面
か

ら
の
着
十
の
庄
意
を
述
べ
て
み
ま
す
団
よ
く
学
習
維
誌

等
で
は
、
総
翌
埋
に
は
社
会
、
理
科
を
や
る
べ
き
だ
、

と
か
間
煙
集
、
サ
ブ
ノ
ー
ト
を
申
心
に
せ
よ
等
指
導法

髄

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
現
在
ま
で
勉
強
し

て
こ
ら
れ
た
各
自
の
学
習
方
法
、
観
々
の
得
手
、
不
得

手
、
学
力
等
魑
で
相
当
遂
い
が
あ
り
、
「括
し
て
こ
れ

の
が
よ
いと
決
定
す
る
に
は
鱒
繕
し
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

具
体
的
な
指
導
に
つ
い
て
は
、
今
迄
の
成
親
、
自
分
の

噸

学
習
方
法
、
現
在
の
笑
力
程
度
を
解
って
も
ら
え
る
先

生
等
に
相
談
さ
れ
る
の
が
い
いで
し
ょう
。
私
が
こ
ζ

ー

で述
べた
いの
は
、
諸
碧
等
が
年
【回
の
ζ
の
機
会
に

輔
自
分
の英
力
の
全
部
を
姥
揮
出
釆
る
事
が
ま
す
重
要
で

・。

あ
る
と
いう
こと
で
す
。
試
験
は
水
も
の
等
と
い
って

当
日
の
出
来
不
出
米
、
健
康
の
問
題
静
々
種
々
の
条
件

が
箇
な
り
、
運
と
いう
認葉
で
表
は
さ
れ
る
よ
う
な
場

合
も
鋲
い
と
は
いえ
ま
せ
ん
が
、
笑
力
の
な
い
者
が
合

r

格
出
来
る
と
いう
よう
な
場
合
は
ま
ず
期
待
で
き
ま
せ

ん
。
現
在
の
試
験
で
は
、
毎
隼
毎
年
績
み
協
ね
ら
れ
た

問
題
の
検
罰
等
か
ら
、
実
力
の
な
い
人
が
合
格
出
来
る

よ
う
な
,や
ま
け
8
の
あ
る
も
ので
は
な
く
、
実
力
判
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定
に
つ
い
ては
相
当
に客
観
的
な、
そし
て
科
学
的
な

裏
づ
け
のあ
る
も
の
です
。
特
に
京大
等
の国
立
1
期

校
あ
た
り
で
は
、
鼠験
の
内
容
も
い
ろ
い
ろ
の角
度
か

ら
吟
味
さ
れ
て
いま
す
。
私
が
お
そ
れ
る
のは
そ
の反

対
の
場
合
です
。合
格
で
き
る
充
分
な実
力
を
持
ち
な

が
ら
試験
に
失
敗す
る
場
合
です
。
勿識
競
争
翫
験
で

す
か
ら、
実
力
伯
中
の多
人
数
が
箏
え
ぱ、
そ
の
何
割

か
は
合格
し
、
何
割
か
は
失
敗
す
る
と言
え
ぱ
そ
れま

で
です
が、
実
力
を
も
ち
な
が
ら
それ
が発
揮
出
釆
な

い
こ
と程
残
念
な
こと
は
な
い
でし
ょう
。

私
は
今
迄
多
数
の
諸
君
の
答
案
を
各
科
目
に
亘
っ
て

見
てき
ま
し
たが
、
先
づ
気
の
つ
く
こと
は
答
案
を
作

一7
騨
「二
一;
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も
の
が
、
採
点
者
か
ら
は
違
っ
た
判
断
を
さ
れ
る
よ
う

な
雷
き
方
を
し
た
答
案
を
見
る
と
き
、
は
が
ゆ
く
て
な

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
単
な
る
不
圧
慧
だ
と
か
、
試
験
の

と
き
に
気
を
つ
け
れ
は
、
だ
と
か
で
済
ま
し
て
お
っ
て

は
決
し
て
直
せ
な
い
の
で
す
。
答
案
作
成
演
習
の
不
足

と
い
い
ま
す
か
、
翻
き
慣
れ
な
い
こ
と
に
原
因
し
て
い

る
の
で
す
。

あ
と

一
カ
月
余
と
明
日
が
切
迫
し
て
き
ま
す
と
、
あ

せ
り
や
墨
的
に
増
や
そ
う
と
、
つ
い
読
み
な
が
す
勉

強

方
法
が
と
ら
れ
が
ち
で
す

が
、
こ
れ
に
は
再

考
の
余
地

が
あ
り
ま
す
。
諸
君
等
は

基
礎

か
ら
応
用
え

と
、
ま
た

時
間
的
に
も
敏
的

に
も
過
去
長
期
間

、
何
カ
月
か
ら
多

答
案
作
成
の
演
習
を

実
力
を
完
全
発
揮
せ
よ

る
こ
と
の
拙
さ
で
す

。
私

の
場
A口は
岡

「学
生
の
年
閻

十

数
回
の
試
験
答

粂
を
見

る
わ

け
で
す

か
ら
,
ほ
ぼ
モ

の
実
力
の
見
当
も

つ
き
、
あ

る
問
題

に
対
し
て
不
充
分

な
答

案
で
も
、
理
解

で
き
て
い
る
か
ど
う
か
の
判
断
も

つ
き
ま
す

が
、
入

試
の
場
合
と

な
る
と
、
そ

の
箸
案
に

あ

ら
わ
れ
た
も

の
の
み
で
採

点
さ
れ
る
わ

け
で
す
か

ら
、
一
寸
し
た
不
注

慧
、
あ

や
ふ
や
な
記
載
に
対
し
て

好
慧
的
に
は
判

定
し

て
く
れ

ま
せ

ん
。
知
ら
な
か

っ
た

り
、
忘
れ
て
し
ま
っ
た
嶺
項
に
対
し
て
告
案
が
悟
け
な

い
の
は
当
り
ま
え
の
こ
と
で
す

が
、
知

う
て

い
る
ζ

と

解
っ
て
い
る
、
串
項
が
答
架

に
あ

ら
わ
せ
な
か

っ
た

り
、
自
分
で
は
当
然
埋
解
し

て
く
れ

る
と
思

っ
て

い
た

:
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い
人
は

一
年
以
上
も
の
学
習
を
や
っ
て
さ
て
い
る
は
ず

で
す
。
今
最
彼
の

輯
カ
月
、
新
し
い
知
識
、
知
ら
な
い

こ
と
を
と
旗
的
に
欲
張
っ
て
も
、
そ
う
大
鰍
に
増
加
す

　

る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
今
ま
で
の
総
比
上
げ
、

総
犠
理
と
い
う
や
乳
が
出
て
く
る
わ
け
で
す
。
こ
の
残

り

一
カ
月
の
勉
強
の
中
心
を
蒼
粂
作
成
溺
習
を
中
心
と

し
て
湧
え
て
見
た
い
と
恕
い
ま
す
。
新
し
い
教
材
、

参

考
欝
、
問
題
集
を
あ
さ
る
よ
り
、

既
に
演
習
し

た
も

の

過
去
の
試
験
等
で
見
た
こ
と
り
あ
る
も
の
等
々
を
中
心

と
し
て
完
全
な
谷
案
を
作
る
こ
と
で
す
。
例
え
は
数
学

等
で
は
計
算
の
最
終
ま
で
、
図
の
必
要
な
も
の
は

一
本

の
線
ま
で
も
お
ろ
そ
か
に
し
な
い
で
、
す
み
ず
み
ま
で

=.
印
二=富=
「
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冒
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冒
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正
し
く
欝
き
あ
げ
る
の
で
す
。
参
考
欝
等
で
、
間
題
を

見
る
直
ち
に
答
を
見
る
ー
ま
た
問
題
ー
す
ぐ
に
解
答ー

完
等
と
い
う
目
で
す
る
勉
強
で
は
、
い
つ
ま
で
た
っ
て

も
完
全
な
告
案
と
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
.
英
文解
釈等

で
も
読
み
翫
せ
ば
解
った
積
り
の
も
の
が
、
書く
と
な

か
な
か
う
ま
く
文
章
に
な
ら
な
い
も
の
で
す
。書
く

こ
と
で
す
。
最
後
ま
で
、
十
分
気
を
つ
けて
、社
会
科

や
、
理
科
で
も
あ
て
芋
、
誤
字
寺
の
ため
の失
点も
轡

く
こ
と
の
演
習
不
足
か
ら
来
て
い
る
こ
と
が多
い
こ
と

に
注
意
し
て
下
さ
い
。
諸
君
等
の
年
代
では
中
学
校
か

ら
高
等
学
校
時
代
に
毎
い
て
、
アチ
ー
ブ
式
テ
ス
ト
に

あ
ま
り
に
頂
れ
す
ざ
て
い
る
よ
う
です
。
そ
し
て
大学

測
か
ら
も
再
三
注
慧
さ
れ
て
い
る
表
現
力
の不
足
と
い

う
欠
陥
を
露
ら
は
す
こ
と
に
な
る
の
です
。高
校
は
マ

ン
モ
ス
化
し
.
先
生
方
に
も過
重
な労
働
を
強
い、
ひ

い
て
は
字
生
請
君
に
対
し
て
も手
間
の
か
か
る轡
かす

こ
と
の
訓
練
に
は
、
な
か
な
か
手
が
回ら
な
い
の
が
実

情
か
も
りか
り
ま
せ
ん
、
し
か
し
こ
れ
の不
足
が大
学

入
試
の
場
合
に
は
館
と
り
と
な
り
か
ね
な
い
の
です
。

留
く
こ
と
、
そ
れ
は
知
識
を
雌
実
に
し
、
記
憾
を整
埋

し
、
語
い
を
増
加
し
、
適
当
な
表
堀
せ
発
見
し
、
完
全

な
慧
志
の瞬
通
と
な
り
、
は
じ
め
て
笑
力
が
出
し
き
れ

る
と
い
える
ので
す
。
今
後
の
一刀
月
間
、
一日
の
う

ち
何
時
聞
か
を
、
地
臥
に
、
鉛
融
と
紋
で
、
量
よ
り
も

質
と
内
谷
セ
充
笑
さ
せ
る
演
習
に
割
り
当
て
て
頂
き
た

い
。
猷
験
場
で
の
自
分
の
答
策
が
自
d
の
実
力
にお
い

て
最
上
の
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
の
判
断
ま
で
も
つ
く

よ
う
に
な
れ
は
、
本
当
の
自
信
が
つ
き
、
不
必
要
なあ

せ
り
や
、
ま
た
い
りゆ
る
騨ア
ガ
ル
竃
と
い
う
こと

も
無
く
す
こ
と
が
出
米
ま
し
ょ
う
。
総整
琵
こ
い
う
..口

葉
を
こ
の
よ
う
よ観
点
か
ら
見直
し
て
演
習
され
る
こ

と
を
望
ん
で
お
き
ま
す
。
諸
君
篇
の
健
斗
を
期
待
し

ま
す
。

(市
内
予
偏校
院
長)
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ノ
ー
ベ
ル
丈
学
賞
に
輝
く
ス
タ

イ
ン
ベ
ッ
ク
は
、
ヘ
ミ
ン
グ
ウ

ェ
イ
、
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
な
き
あ

と
の
ア
メ
リ
カ
交
学
を
代
表
す

る
巨
匠
ー
自
然
の
暴
威
と
資
本

主
義
の
圧
迫
に
よ
っ
て
農
揚
を

追
わ
れ
た
貧
農
ジ
ョ
ー
ド
一
家

が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
へ
新
天
地

を
も
と
め
て
移
住
す
る
が
、
待

ち
う
け
た
も
の
は
、
幻
滅
て
あ

っ
た
。

-
ー
旧
約

「出
エ
ジ
プ
ト
記
」

に
な
ぞ
ら
え
た
こ
の
大
作
は
人

間
の
根
源
的
な
生
命
力
に
対
す

る
賛
歌
て
も
あ
る
。
22
年
目
に

日
本
て
初
公
開
の
映
画
と
と
も

に
お
楽
し
み
下
さ
い

(
解
説
・
倉
橋
健
)

小
型
版
・竃
玉
O箕
・総
ク
回
ー
ス
装

貼
關
入
・奨
麗
ビ
ニ
ール
カ
パ
ー
つ
さ

4
團
彫本
濠
藪

価
2
8
畠
H

置
▲

回発売中■愛読者謝恩特価280円 で提供」第1

 

●3

武
器
よ
さ
ら
ぽ
・老
人
と
海

(
ミ
ング
ウ
呂イ
高
村
勝
婚
・福
田櫨
糎
他
暴
力
の
暁
代
とし
て
の

翼
代
の窟
義
を
こ
れ
ほ
ど
雄
し々
い
非
常
な
美
し
さ
で
と
らえ
た作
品

は他
に
な
い
.
二
十
世
紀
の「ロ
ミ
オ
と
ジ
ュリ
エ
ット
」とい
わ
れ
る

「武
器
よ
さ
らば
」。「老
人
と
海」
は
後
期
の
名
作
.Ω
堺脱
・桑
原
銭
由◇

活

ト
ル
スト
イ

中
村
白
累
訳
ト
ル
ス
ト
イ
の
作
品
の
な
かで
も
一番

広
く
読
ま
れ穎
し
ま
れ
て
い
る
こ
の作
品
は
、
交
巖
自
身
の
魂
の告
自

が形
象
化
さ
れ
て
い
る
と
とも
に
、
そ
の
人
生
観
、
杜
会
観
がも
っと

も
完全
な
形
で
現
れ
て
い
る
晩年
の傑
作
。

(解
脱
。議
原
凱
央
》
]

回

帰

線

(
ンリ
ー
・ミ
ラ
墨

大
久
保康
雄
訳

ヘン
リ
ー
・ミ
ラ
ーを
読
ま

ず
して
現
代
交
学
を
晒
る
こ
とは
で
き
ぬ
。
「爾
回
帰
線
」
を腕
ま
ず

し
て
ミ
ラ
ー
を
語
る
こ
と
は
でき
ぬ。
現
代
に
生
き
る
こ
と
の戦
悌
と

悦
楽
が
確
々
し
い
詩
的
な
女
章
によ
って
描
か
れ
た
。
(解
脱
・訳
奢
)

★
翻
駅
文
掌出
版
30
撃
の績
晶
、
運
醗
ペ
ス
ト
セ
ラ
ーを
続
け
で

脚千
万
部
を
突
破
し
た世
界
奉

の
決
足
版

★
名
編
集
の
定
評
あ
る5
人
の
編
奢
が
厳
選
し
た
粒揃
い
の
名
作

★
最
混
の
翻
訳
者
が
こぞ
っ
て協
力
し
た
、
読
み
やす
く
莫
し
い

現
代
語
訳

.

★
小
説
の
睨
み
か
飛

味
わ
いか
た
に
つ
い
て
.
そ
のま
ま
交
学

入
門
と
し
て
役
立
つ親
切
な
解
説
つ
さ

★
現
代
感
覚
に
ぴ
っ
た
り
の灘
洒
な
コ
ン
パ
ク
ト
版
。エ
レガ
ン

ト
な
ビ
ニ
ー
ル
カ
パー
が
全
巻
に
つ
3
ま
す

★
名
作
の
風
土
を屠
る
榮
し
い
ス
チ
ー
ル
写
真
を
口絵
・帯
に
ー

★
原
弘
氏
の
装麟
は、
シ
ック
な
グ
リ
ー
ン
のア
ン
サ
ン
ブ
ル
が

評
判
で
す

★
こ
の
豊
-
な
内
容-
豪
繭
な
通
本
が
圧
倒的
な
眺
者
の
災
持
に

よ
り
き
わ
め
て簾
価
に
提
供
で
き
ま
し
た

コンパクトザイズ・本文特漉上質紙・
8ポ2段 ぐみ・各誉平均520頁 ・本ク
ロース袋・貼園入 各巻320円〒80
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入
試
制
度
再
検
討
⑳
、濾
、緩

ノー
引

者

の
声

汐

。ド
K
》

年
を
追
う
ご
と
に
、
大
学
へ
の
「狭
き
門
」
は
ま
す
ま
す

狭
い
も
の
と
な
っ
て
来
て
い
る
。
受
験
生
諸
君
に
と
って

こ
れ
は
最
大
の
苦
痛
の
種
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
試
験

地
獄
解
消
の
た
め
に
、
検
定
試
験
制
度
な
る
も
の
が
、
近

ご
ろ
、
話
題
に
の
ぼ
り
始
め
た
。
こ
れ
に
対
し
て
早
速
、

諸
々
の
側
か
ら
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
動

き
を
少
し
追
っ
て
見
よ
・ユ
。

(0
)
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…

三
二一=
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軌

ー

試
験
制
度
と
い
う
のは
国

給
ハ定

亨
大
学
入
学
志
望者
を
対

照
に
試
験
を
実
施
し
、
そ
の
結
果を
入

学
試
験
の
際
に
、
参
考
に
し
よ
う
とす

る
も
の
で
あ
る
。

こ
と
の
起
り
は
、
昨
年
十
月
十
五

日
、、中
央
教
育
嵜
議
会
の
「大
学
入
試

制
度
に
つい
て
」
の
文
相
へ
の
答
申
に

は
し
ま
った
。
そ
れ
は
別
項
の
よ
う

に
、
①
大
学
入
学
者
選
抜
制
度
の
現
状

と
問
題
占へ
②
大
学
入
学
者
選
抜
制
度

に
つ
い
て
の考
察
③
入
学
選
抜
制
度
の

改
善
方
策
の
三
つに
分
か
れ
て
い
る
。

こ
こに
いう
「椿
関
」
は
「能
力
開

発研
究
所
」
(所
長
に
森
戸
辰
男
氏
を

予
定
)
と
し
て
文
部
省
に
用
意
さ
れ
、

予
算
もす
で
に
出
来
て
お
り
、
財
団
法

人
と
し
て発
足
す
る
こ
と
に
な
うて
い

る
.
こ
の研
究
所
の
目
的
は
、
入
学
志

望
者
の負
担を
軽
減
さ
せ
る
こ
と
に
あ

り
、
大
学入
学試
験
に
つい
て
検
討
す

る
こ
と
な
っ
て
い
る。

引
矧
顯
館
翻
鞭
議

某
委
員
は
「これ
は
大
学入
試
の国
家

隻

統
制
を
テ
コに
高
校
教
育
の
国
家
統
制

を
ね
ら
う
も
の
だ
」
と
前
匿
き
し
、日

教
組
の
こ
れ
に
対
す
る
公
式
見
解
を
説

明
し
て
く
れ
た
。
「ま
ず
第
}に
、
現

在
、
旧
七
帝
大
の
年
間
予
算
が
そ
の
他

に
、
【経
済
的
粂
件
そ
の
他
に
妨
げ
ら

れ
る
こと
な
く
、
…
…
大
学
教
育
を
受

け
る
に
ふ
さ
わ
し
い
適
格
者
を
選
び
】

と
い
う名
目
だ
が
、
そ
の
実
大
学
を
一

部
の者
の
た
め
の
も
D
一侮す
る
点
で
あ
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た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
学
力
テ
スト
に

闘
し
詰
討
論
を
経
た
今
日
で
は
容易
に

推
察
出
来
る
」

こ
う
言
っ
て
、
中
教
器
の
答
申
に
は

真
向
か
ら
反
対
の
意
見
を
次
々
と
の大

薩
驚
饗
繋
蕨
≧

受
験
生
に
共
通
す
る望
みを
も
ら
し
、

ま
た
C
高
校
の
D
君
は
「内
申
欝
の成

績
と
か
、
態
度
を
参
者
にす
る
こと
は

あ
る
程
度
良
い
と
思
い
ま
す
」
と
い
っ

て
い
る
。

A
高
校
の
生
徒
会
委
員
長
E
君
は

「こ
れ
は
昨
焦
十
月
三
十
日
の
学
カ
テ

ス
ト
の
憲
図
と
大
体
同
じ
だ
と
思
い
ま

す
。
学
力
テ
ス
ト
が
普
通
科
の
生
徒
だ

け
を
対
照
に
し
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、

僕
達
は
学
力
テ
ス
ト
が
入
試
検
定
に
利

用
さ
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
恐
れ
て
い

る
ん
で
す
.
し
か
し
、
僕
達
の
学
校
で

は
具
体
的
に
こ
の
問
題
を
と
ら
え
、
生

徒
に許
え
て
いま
せ
ん
」
と
文
部
省
に

対
し
て批
判
的
意
見
を
は
い
て
く
れ
た

麟

格
差
解
消
が
先
決

高
校
教
育
の
国
家
統
制

六十
五
大
学
の
年
間
予
算
に
匹
敵
す

る
状
況
を
放
置し
、
志
願
者
が
有
名
校

へ
殺
到
す
る
こ
とを
なげ
い
て
も
何
に

な
ろ
う
か
。
ま
た
こう
し
た
差
別
行

を
答
申
は
一字
も
ふ
れて
いな
い」
と

中
教
審
答
申
に
非
難
をあ
び
せ
「大
学

入
試
の
問
題
は
つ
き
つめ
れ
ば就
職
の

問
題
で
あ
って
、
答
申
は入
試
の
技
術

的
な
問
題
の
処
理
に
よ
っ
て
入
試
の

基
本
的
問
題
が
解
決
さ
れ
る
か
の
よ
う

な
幻
想
を
ふ
り
ま
い
て
い
る
」
「第
二

る
。
す
で
に
高知
県
では
、高
校
を
進

学系
と
就
職系
と
に
分
け
て実
施
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に制
度
的

に
進
学
者
を
し
ぼ
る
こ
と
は
、制
度
を

に
ぎ
って
い
る
肴
に
必
要
な
質
の大
学

生
を
必
要
な
量
だ
け
つ
く
ら
せ
る
も
の

と
,呂わ
ね
は
な
ら
な
い
」
「第
三
と
し

て
今
回
の
答
申
が
大
学
入
試
を
国
家
統

制
し
、
大
学
入
試
が
も
っ
て
い
る
高
校

教
育
内
容
に
対
す
る
強
い
拘
束
力
を
テ

コに
高
校
教
育
の
国
家
統
制
を
ね
ら
っ

㎜贈㎜㎜㎜鵬㎜㎜勲㎜川㎜湘㎜㎜㎜㎜購
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「大
学
入
試
制
度
に
つ

い
て
」
の
答
申

(概
要
)

1

大
学
入
学
者
選
抜
制
度
の
現
状

と
問
題
点

人
口
の増
加
、
教
青
の
普
及
、
産
業

の発
達
、民
主
化
の
進
展
に
伴
っ
て

進
学
志
望
者
の
数
が
書
し
く
増
大
し

て
い
る
の
に対
し
、
そ
の
収
容
力
が

不足
し
てお
り、
両
者
の
聞
に
不
均

衡
が存
在
し
て
いる
。

孤

大
学
入学
者
選
抜
制
度
に
つ
い

て
の考
寮

教
青政
策
に影
響
のあ
る
政
治
的
、

経済
的
、社
会
的
要
因
の
問
題
は
広

範
多
岐
にわ
た
って
いる
が
、
教
育

政
策
に
っ
いて
は
、高
等
教
育
機
関

の
拡
大
と多
様
化
及び
奨
学
制
度
の

拡
充
が
要望
さ
れ
る。
浪
人
の
閥
題

に
関
し
ては
、意
志
と
能
力
あ
る
多

く
の
青
少
年
が教
育
の過
程
に
お
い

て
教
育
的配
慮
と制
度
のわ
く
外
に

放
置
さ
れ
て
い
る
こと
は
、
極
め
て

憂
慮
す
べ
き問
題
であ
り、
す
み
や

か
に
適
切
な
対策
を講
じ
な
けれ
は

な
ら
な
い
.

皿

入
学
選
抜
制
匿
の
改善
方
策

①

学
習
到
達
度
と進
学
面
性
を
活

用
す
る
制
度
の
確
立
の
ため
に、
侶

頼
度
の
高
い
結
果
を
う
る
力法
を
検

討
確
立
し
、
こ
の
方
法
に
ょ
り
、共

通
的
、
客
観
的
な
テ
ス
ト
を適
切
に

実
施
す
る
こ
と
と
す
る
。

②

テ
ス
ト
の
た
め
の
間
題
の
研
究

作
成
、
実
施
の
た
め
に
、
新
た
に
専

門
の
機
関
を
般
け
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
機
関
は
財
団
法
人
と
し
、
高
等

学
校
関
係
者
と
大
学
関
係
省
を
中
心

と
し
、
そ
の
他
学
識
経
験
者
、
文
部

省
を
加
え
て
組
織
運
営
さ
れ
る
も
の

と
す
る
。

③
入
学
者
選
抜
に
つ
い
て
は
、
大
学

が
テ
ズ刃
の
紬
果
を
利
用
す
る
こ
と

を
強
制
す
る
も
の
で
は
な
い
。

④
こ
の制
度
が
効
果
的
に
実
施
さ
れ

る
た
め
に
は
、
大
学
相
互
闇
お
よ
び

高
等
学
校
と
の
緊
密
な
連
け
い
協
力

り

が
必
要
で
あ
る
。

⑤
テ
ス
ト
の
結
果
を
も
っ
て
、
適
切

な
進
路
指
導
を
行
な
い
、
テ
ス
ト
の

問
題
の
内
容
、
実
施
に
つ
い
て
は
、

志
望
者
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
に

す
る
。

⑥
、
こ
の制
度
の
制
度
の
確
立
す
る

ま
で、
三年
間
の
準
備
期
間
を
農
く

こと
と
し
、
国
立
大
学
の
入
学
試
験

に並
行
し
て
次
の
措
置
を
論
ず
る
も

の
とす
る
。

(1)
こ
の機
関
は
、
国
立
大
学

志
望
者
に対
し
、
テ
ス
ト
を
行
な

い
、
そ
の結
果
を
志
望
大
学
お
よ

び
出
身
高校
に送
付
す
る
。

(2
)大
学
は従
来
通
り独
自
の

入
学
試
験
を行
なう
。

(3
)
こ
の
糠
関
は
、
若干
の大

学
に
委
託
し
て
、
入
学
者
に
つ
い

て
テ
ス
ト
の
紬
果
と
大
学
の
入
学

試
験
の
結
果
お
よ
び大
学
入
学
後

の
成
績
と
を
比
較
研
究
す
る
。

〔4
)
国
は
こ
の
機
関
、
大
学
、

高
校
等
の
協
力
を得
て
、
大
学
入

学
制
度
と
機
能
を
研
究
す
る
。

べ
た
て
た
。

創

甥
編
鶴
%
裂

か
よ
く
知
り
ま
せ
ん
が
、
試
騎

度
芝

で
す
が
・
整

釆
段
々
裁

少
し
・
そ

さ
ら
に
E
君
は
「僕
達
の
学校
では
、

ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー
が
一週
一
時聞
、持

別
教
育
活
動
が
一週
三
時間
あ
る
ん

全国
葎
に
な
・て
・
近
く
の
好
墾

れ
と
岡
時
に
・
生
徒
の
生
徒
会
に
蓼

る
関
心
が
薄
く
な
っ
て
釆
て
い
る
ん
で

す
。
こ
れ
も
段
々
と
高
枚
が
予
備
化
し

て
いる
表
わ
れ
と
悪
う
ん
で
す
」
と
生

徒
大
衆
の
無
関
心
を
嘆
き
っ
っ
も
、
学

校
側
の
こ
う
し
た
処
置
に
憤
り
を
見
せ

て
いた
.
こ
の
高
校
で
は
、
三
十
八
年

度
から
、
女
子
の
家
庭
科
必
修
、
男
子

の
体育
単
位
増
、
道
徳
の
必
修
、
芸
術

教
脅
の軽
視
、
ア
ッセ
ン
ブ
リ
ー
の
廃

止
等
が々
噂
さ
れ
て
いる
。
A
高
校
の

F
教諭
は
「先
生
の
中
に
も
、
生
徒
の

指
導
方針
に
つ
い
て
、
い
わ
ゆ
る
楽

な
方
向
へ
と
行き
たが
る
先
生
が
いる

の
で
、
困
っ
て
い
る
の
です
が
…
」
と

先
生
の
利己
主
義
的
な考
え
方
に
矢
を

つ
き
さ
し
た
。

ー

大
学
の
相
良
教授
(教
膏

京
移

行
政
学
)
は
「攣
程

検
査
が
実
施
さ
れ
る
ま
で
に
は
、数
年

か
か
る
と
思
う
が
、
今
ま
での
そ
れ
は

O
×
式
で
偶
然
の
可
能
性
が
非常
に

多
く
、
大
学
側
の
不
信
を
充
分
克
服

出
釆
る
も
の
で
な
い
と
、
大
学
側
は
そ

れ
を
受
け
入
れ
る
學
は
出
来
な
い
で
し

ょう
」
と
話
い
、
さ
ら
に
「能
力
開
発

研
究
所
を
財
団
法
人
と
し
て
、
私
的
団

体
と
し
た
の
は
良
い
事
だ
と
思
う
.
そ

れ
はよ
り
自
由
な
立
場
か
ら
、
大
学
入

学試
験
に
つ
いて
検
討
出
来
る
と
思
わ

れ
るか
ら
で
す
」
と
警
い
、
外
国
の
入

学試
験
制
度
の
現
状
に
つ
い
て
教
え
て

くれ
た
.

「

=十 世紀を動かした人々
一民族解放の星

貝塚 茂樹 責任編集

こ
の
ソゾ
ェ

ー
ト
の
積
趣

的
ヒー
ロー

は
誰
で
あ
.⇔

か
2̀高
級
な

選
は
れ
た
、

唯
一人
の
天

才
で
あ
ろ
う

か
?
否
、
彼

は
数
百
万
人

の
中
か
ら
生
れ
た
一人
、
人
民
の
軍

隊
の
卓
越
し
た
闘
士
で
あ
り
、
ま
さ

に
そ
の
中
に
こ
そ
彼
の
力
が
存
在
す

る
の
で
あ
る
.

プ
ド
ブ
キ
ン

日
本
に
限
ら
ず
従
釆
の
伝
記
の
人
物

は
、
いず
れ
も
立
身
出
世
型
、
刻
苫
勉

励
留
、
花
も嵐
も
踏
み
こ
え
型
等
灯
の

いわ
ゆ
る
修
身
道
穂
の
典
型
、
模
馳
と

し
て
佃
かれ
て
し
ま
って
い
る
と
こ
ろ

に狩
徴
が
あ
った
。
特
に
そ
れ
が
政
治

経
済
の分
野
の
人
物
を
扱
う
場
合
に
は

一個
の天
才
的
英
雄
が
救
世
の
志
士
の

如く
出現
し
て
国
家
社
会
を
救
う
と
い

っ
た
個人
崇
拝
主
議
的
傾
向
を
も
って

い
て
、
そ
う
した
本
に
あ
って
は
、
常

に
個
人
が歴
史
を
勤
か
し
て
し
ま
う
の

で
あ
る
.

こ
う
し
た
従
釆
の伝
記
の
も
つ誤
り

を
こ
の
本
が
完
全
に克
服
し
て
いる
と

は
お
よ
そ
醤
い
難
いが
、
こう
い
った

性
格
の
本
に
そ
れ
を期
待
す
る
力
が
む

し
ろ
無
理
と
い
う
も
の
であ
ろ
う
.

卑
な
る
読
物
と
し
て
読め
ば
、非
常

に
面
白
く
読
め
る
本
であ
る
.

コ
干
世
紀
を
動
か
し
た
人
」々
と

い
う
企
國
の
第
一回
配
本
が
こ
の
「民

族
解
放
の
星
」
な
の
だ
が
、
と
り
あ
げ

ら
れ
て
い
る
人
物
は
孫
文
、
レ
ー
ニ
ン

・ネ
ル

ー
・チ
ト
ー
・ナ
セ
ル
の
五

人
・孫
文
。レ
ー
ニ
ン
・ネ
ー
ル
ー
は

既
に
多
く
の
本
を
通
じ
て
我
々
に
も
な

じ
み
が
深
い
が
、
チ
㌃

・ナ
セ
ル
に

至
って
は
知
ら
な
い
面
の
方
が
多
い
。

ま
た
孫
文
・レ
ー
ニ
ン
を
除
い
て
現
在

の
国
際
政
治
に
現
役
で
活
躍
し
て
い
る

政
治
家
で
あ
り
、
そ
の
憲
妹
か
ら
も
興

味
深
く
読
め
る
。

各
人
物
の
歴
史
的
・社
会
的
評
価
に

は
作
者
の個
人
的
見
解
が
多
分
に
盛
ら

れ
て
い
て抵
抗
を
感
じ
さ
せ
る
が
、
そ

れ
に
いち
いち
目
く
じ
ら
立
て
る
よ
り

手
軽
な読
物
と
し
て
一読
の
価
値
は
あ

ろ
う
.出
版
社
の企
囲
の新
鮮
さ
も
か

わ
れ
て
よ
い
。
(旦
ハ版
・四
四
六
ぺ

ー
ジ
・三
九
〇
円
・講
談
社
)
(伊
)

そ
れ
に
よる
と
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、

私
的
団体
と
し
て

「入
学
試
験
安員
一

会
」
があ
り、
各
大
学
が
委
員
会
に
依

頼
し
、
そ
の
大
学
志
望
者
に
試
験
を

し
、
そ
れ
を参
考
にし
て
試
験
をす
皿

る
.
ま
た
イ
ギリ
ス
で
は、
一切
の生

一

徒
に
国
家
猷験
をし
て
、生
徒
の進
路
一

を
大
体
決
め
て
し
ま
う
よ
う
に
な
h
て

い
る
。
こ
の
国
で
は
、
エ
リ
ート
と
し

て
大
学
に
行
く
こ
と
が
慣
習
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
で
は
大
学
入
学
資

格
試
験
を
や
り
、
そ
れ
に
合
格
す
れ

ば
、
ど
こ
の
大
学
で
も
入
学
で
き
る
よ

う
に
な
って
い
る
。
こ
れ
ら
全
て
の
国

で
は
、
入
学
難
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、

入
学
後
の
進
級
、
卒
策
が
非
常
に
困
難

で
、
卒
禦
可
能
の
学
生
は
、
パ
リ
大
掌

にお
いて
、
十
分
の
】と
い
う
状
態
で

●

あ
る
。

-

の中
教
審
答
申
を
見
る
な

今
度

ら
は・
ア
メ
リ
カ
の
入
学

試験
制
度
を
謬
考
に
し
て
い
る
色
が
非

常
に
濃
厚
で
あ
る
。
日
本
の社
会
的
持

邑
を
ど
の
程
度
ふ
ま
え
、
こ
の惨
趣
た

る
入
試
地
獄
を
解
消
す
る
か
は
甚
だ困

難
な
問
題
で
は
あ
る
が
、
性急
な
解決

策
が
要
求
さ
れ
る
問
題
で
も
あ
ろ
う
.

脅舅
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お
れ
の

選
た
く
に

間
違
い
な
か
っ
た

あ
い
つ
の

に
お
い
は

お
れ
と
同
じ
だ
が

い
い
じ
ゃ
な
い
か

一顧冒一一ξ
一三
ξ
5
鼎一三
ε
口ξ
鳥
一[三
「騨ξ
ミ
ξ
§
ξ
ξ
陶一「一ξ
ξ
毛
ξ
三
一輌ミ
ξ
鵯二
三ロ一一…
一3量
ξ
「三
一昌舳ξ
一三
二軸幅ξ
=ξ
見三
一一[ξ
=
ξ
勾陶一ξ
ミ
一三
=
ξ
三
三
」ξ
一三
言伽ξ
三
一ξ
監
一量
三
三
ξ
=ξ
一[ξ
三
ξ
三
一三
葛
一一を
三
層員三
三
鞠ξ
一三
一三
ξ
三
一一扁三
一言
幽甲一一三
三
ξ
ξ
}一[ξ
一}一一三
三
三
}一一一一言
一三
鞠ε三
3
一一隔「ξ
一…
ξ

ξ
三
一;
三
量
闇ξ
}ξ
一一ξ
一一一三
一一ξ
三
一三
三
三
}一騨三
鵯一三
一三
一三
ξ
ミ
一三
}一一ξ
一ξ
ヒ
一ξ
三
一三
一一一三
ξ
毛
一三
…

　
硬
式
野
球
部

}
今
年
は
関

西
六
大
学

が
、
京
滋
、
阪
神
、
近
畿
の
各
六
大
学

と
連
合
体
に
な
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
甑
題

を
ま
い
た
が
、
春
に
は
神
戸
大
・.破
っ

て
五
位
に
な
り
関
西
六
大
学
に
残
っ

た
.
し
か
し
、
秋
に
は
、
春
の
入
替
戦

で
神
大
を
破
って
入
っ
て
き
た
近
畿
大

学
に
ス
ト
レ
ー
ト
で
破
れ
最
下
位
。
入

替
戦
で
も
大
阪
商
大
に
ス
ト
レ
ー
ト
で

破
れ
て
つ
い
に
転
落
し
て
し
ま
っ
た
。

妓
術
的
に
は
、
守
備
力
は
か
戸
り
進
歩

し
て
き
た
と
いわ
れ
る
が
、
打
撃
が
い

か
に
も
艦
弱
で
、
大
黒
柱
坂
投
手
の
力

孜
に
報
いら
れ
ず
に
敗
け
る
ケ
ー
ス
が

多
か
った
。
そ
れ
に
、
気
力
に
欠
け
て

いた
と
も
いえ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ

れ
は
「
つに
は
学
内
で
応
援
団
導
大
鴛

に
紬
集
で
き
な
い
こ
と
に
も
原
因
が
あ

う
。も

っと
根
本
的
に
み
れ
ば
、
私
大
が
セ

ミ
プ
ロ
化
し
て
い
る
現
実
と
、
大
き
な

助層
が
あ
る
こ
と
だ
.
学
生
野
球
の
あ

り
方
そ
の
も
の
と深
く
か
か
わ
って
い

る
。
今
度
の京
大
転落
に
よ
って
、
関

西
六
大
学
は
、
本
釆
の意
味
で
い
う
学

生
野
球
り
ーグ
では
なく
な
った
と
い

え
よ
う
。

【戦
績
】

▽
入
替
戦

「回
戦
(十
「月
十七
日
)

大
商
大
5
1
0
京
大

二
回
戦
(十
【月
十
八
日)

大
簡
大
5
1
0
京大

菅
欝
艶
雑
猷

(練
習
に
μ
心
に
参加
レ
、'免
計
証
を

も
つ
)
と
準
鄙
績
と
に
わ
け
連
日
、北

は
舞
鶴
か
ら
窮
は
和
歌
山
ま
で
の
路上

を
思
い
き
り
利
用
し
て
練
習
し
て
い

る
。関

西
の
大
学
中
で
は
練
習
蛍
、
技能

と
も
に
ト
ソ
プ
ク
ラ
ス
を
ゆ
ず
ら
な
い

自
動
粥
も
今
律
度
は
バ
ス
を
講
入
す
る

な
ど
関
西
で
台
数
に
お
い
て
も
ト
ッ
プ

だ
そ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
め
ぐ
ま
れ
た
部
で
あ
る

か
ら
こ
そ
全
国
学
生
ラ
リ
ー
で
の
優
勝

も
勝
ち
え
た
の
て
あ
ろ
う
。

【戦
績
】

▽
北
海
道
{周
全
国
学
生
ラ
U冤
。
六

月
二
十
五
日
か
ら
三
十
日
ま
で
北
海
道

十
挺
余
で
そ
の
他
に
狩
猟
用
の
も
あ
る

。
団
体
種
目
で
あ
る
フ
リ
ー
エ
ア
・ラ

イ
フ
ル
+
耕
標
的射
撃
と
オ
リ
ンピ
ソ

ク
橦
目
で
あ
る
ス
モル
ボ
アラ
イ
フ
ル

五
十
摺
標
的射
畢
に
力点
をお
い
て
い

る
。
練
習
場
は
昨年
農
学
部
グ
ラ
ン
ド

内
に完
成
し
た射
場
、
ラ
イ
フ
ル
射
場

は
八
瀬
ま
で行
っ
て練
習
し
て
いる
と

い
う
。
今季
の
試合
を通
じ
て
、
一回

生
の成
績
が上
り来
年
度
か
ら
が
期
待

　
水
泳
部

.
ほ
と
ん
ど
の
部
員

▽
関
西
掌
生
水
上
選
手権
九
月
一
・二

八
月

イ
ン
ド
ラ
サ
ン
へ出
発

が
、
大
学
に
入
学

月
京
大
二
部
三
位

十
二月

笹
ケ
峰
合
宿

し
てか
ら
は
じ
め
て
水
泳
を
や
り
だ
し

た
と
いう
。
例
年
四
月
と
も
な
れ
ば
吉

田
のブ
ー
ル
サ
ノ・ド
は
新
入
生
も
混
じ

え
た
初
編
習
が
は
し
ま
る
。
今
年
も
撒

大
水
泳
部
は
関
西
段
階
で
は
"よ
い
`

部
類
に
入
れ
ら
れ
よ
う
。
現
在
部
員
は

八
十
人
五
く
い
る
。

【戦
績
】

光

つ
た

列
穿

初

登

頂

山
岳
部

函朗
駅
前
を
起
点
と
す
る
小
樽
ー
著
小

板
-
帯
広-
網
走
-
旭
川
ー
札
幌
の
コ

ー
ス
。
一日
目
八
位
の
泉大
は
五
日
目

に
三
位
に躍
進
、
最
終
日
に
は
つ
い
に

ト
ソプ
にた
った
。

①
京大
②
熊
本
大
③
名
古
屋
工
大
(以

上
減点
軸)
④
立
命
大
(減
点
二
)

ラ
イ7

ル
射
撃部

 

現
在
部所
有
と
個
人
所
有
の
競
技
銃
は

野硬
球部式

 

さ
れ
る
。

【戦
績
】

な
ん
と
い
っ
ても

一
山
岳
部

一
昨
年
最大
のト
ビ

ッ
ク
は
ヒ
マ
ラ
ヤ、
イ
ンド
サ
ラ
ン
遠

征
で
あ
ろ
う
。
八
月
宋
に
日本
を出
発

し
へ
十
月
登
頂
に成
功
し
た
。隊
長
を

除
く
全
員
が
、
学
生
であ
り
、
こ
の
よ

う
に
学
生
を
主
体
と
し
た
海外
還征
パ

ー
テ
ィ
は
原大
で
は
む
ろ
ん
の
こ
と
、

無
念
、
関
六
か
ら
転
落

▽
国
立
七
大
学
七
月
二
十
七
・八
日

①
大
阪
大
②
北
大
③
名
大
④
京
大

▽
国
立
四
大
学
ラ
イ
フ
ル
戦
十
月
二
十

七
・八
日

①
名
大
②
大
阪
大
③
京
大
④
北
大

▽
全
目
本
学
生
ラ
イ
フ
ル
戦
十
一月
九

・+
一日

Φ
明
大
②
法
政
大
⑯
京
大

▽
京
阪
神
三大
学
戦
六
月
三
目

①京
大
②
神
大
③
阪
大

▽
関
西国
公
立
大
学
戦
七
月
十
二
日

①
京大
②大
府
大
③
阪
大

個
人メ
ド
レ
ー
種
目
に弱
さ
が
み
ら
れ

た
。

▽
全
国
国公
立大
学
戦
七
月
十
七
・八

日
①
稟
教
大
②
東大
⑥
京大

▽
対
東
大
戦

京
大
の敗
け

日
本
で
も
初
め
て
で
あ
り
、
そ
の
成
果

は
高
く
評
価
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
そ
の
ほ
か
、
十
閏月
北
穂
高
で

学
生
が
遭
難
し
、
十
二
月
申
旬
ま
で
そ

の
捜
索
が
つ
づ
け
ら
れ
る
な
ど
、
と
か

く
話
題
の
多
か
った
サ
ー
ク
ル
で
あ
る

【妻
駄活
動
】

三
月

剣
岳
合
宿

七
月

剣
岳
の大
滝
に
合
循
ー
読
売
新

昇
後
援

ホ
ッ
ケ
ー
部

}
▽
対
東
大

定
期
戦

京
大
o
1
1
藁
大

▽四
月
七
日
～
十
五
日
第
一回
A
・B

ブ
ロ
ック
リ
ー
グ
戦
(六
大
学
)

ム
ニ
部

京
大
四
敗

▽六
月
十
目
京
大
三
大
学
り
ー
グ
戦

③京
大
二
敗

▽六
月
十
七
日
対
岐
阜
医
大
定
期
戦

京
大4
i
2
岐
阜
医
大

▽
九
月
三目
近
畿
地
区
体
育
大
会

△
高
戦

京
大
0
1
些天
理
大

▽
六
月
二十
三日
、
二十
四日
京
都
ホ

ッ
ケ
ー
総合
選
手
権
大
会

京
大n
1
0
立
命
高

京
大-
ー
0
大
谷
大
O
B

京
大
41
1
立
命
館
大
O
B

三
勝
無敗
で京
大
優
勝

▽
七
月
三十
一日
～
八月
四日
国
立
六

大
学
り
ーグ
戦

京
大
二
勝
三敗

翠

道
部
最
鯖
駈

実
力
は
か
な
り
向上
して
いる
。

}
ボ
ク
シ
ン
グ
部

㎜
▽五
月

六
日
、

+
三
日
関
西
学
生ア
マ
ボク
シ
ン
グ
リ

ー
グ
戦

△
京
大
3
1
2
大
歯大

△
京
大
2
1
3
大
経
大

かお りのよい
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訂
正

=

三七
景
掲載
パ

ル
プ
六社
広告
申
日
本
パ
ル
プ
株

式
会
社
の項
にお
いて
大
阪
支
店

ぽ
大
阪當
粟
事
務
所
の
誤
り
で
し

た
。
こ
こ
に
訂正
す
る
と
と
も
に

謹
ん
で
お詫
び申
し上
げ
ま
す
。

空
手
道
選
手権
大
会
(二
十
四
校
{ノ加
)

△
二
回戦

京
大
4
1
0天
理
大

△
準
々
決
勝

京
大
1i
4
同
志
社

本
大
会
で
始
め
て
ベ
ス
ト
8
に
残
り
、

管
管
杭
築

燗鍔
暫

管
構

磐

管

水
水
鋼
鋼◇

翻酒#鉄 工斯
申芳井酒取締役社長

犬 阪市 西 成区 津 守町 西6の2L
電 詣{661)4031(代)(551)6991(代)
東京都千代田区丸ノ内3の10(冒士製鉄ビル)
和 歌 山県 和歌 山 市 松江550番 地手

葉 県市川 市高谷地 先第二埋立地
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飛躍する産 業界のホープ
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その他賭化学薬晶
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近く看油化學にも進出〃
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